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第 1 章「アントニオ・アッレーグリとポー川中流域の諸都市J では、コレッジョの生涯を概観しなが
ら、その主要作品と活動場所について基礎的な情報を提示し、続く各章の議論の前提とする。画家とし









































































































































































第 6 章 r<ユピテルの愛〉連作と 16世紀エロティック絵画の潮流一一マントヴァ宮廷における古代と
現代」では、 1530-33年頃、最晩年のコレッジョが、マントヴァ公フェデリコ・ゴンザーガの注文で制
作した〈ユピテルの愛〉と呼ばれる四点の神話画連作を取り上げる。『変身物語』などの神話文献によっ
て知られる、ガニュメデス、イオ、ダナエ、レダの四人とユピテルの愛の場面を描いたこれらの作品は、
官能的な魅力や柔らかな肉体表現が高く評価される一方で、物語の知的な解釈や複雑な哲学的寓意が見
られないことから、コレッジョの知的教養の欠如を示すとさえ考えられてきたO しかし、主題となる文
学的典拠では説明されていない様々な人体ポーズを用いて愛の交わりを表現したこれらの作品は、必ず
しも物語の単純な絵画化とは言い切れない。ここでは、(ユピテルの愛〉におけるエロティックな描写
について、単にテクストとの対応関係を検討するのではなく、コレッジョが参照した視覚的源泉を探る
ことで、イメージそのものの生成過程を明らかにする。
本連作が制作された当時のマントヴァ宮廷および公爵フェデリコの趣味を鑑みるならば、コレッジョ
の愛の交わりに焦点を当てた表現は、あらたにマントヴァの宮廷画家として招かれたジ、ユリオ・ロマー
ノをはじめとするラファエッロ工房の出身者たちによって生み出されたエロティック絵画の潮流に沿う
ものであったことがわかる。コレッジョの作品には、ジ、ユリオの〈恋人たち〉やペリーノ・デル・ヴァー
ガとロッソ・フィロレンティーノの素描に基づいてカラッリョが版画化した〈神々の愛〉からのポーズ
の借用が確認される。本連作と同様に、彼らの作品でも、官能的な身体描写が前面に押し出され、主題
よりもイメージそのものが重視される現象が見られるのだ。
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ルウェリンやパーカンの研究によれば、『変身物語』の絵画化には、物語を基礎としながらもその忠
実な図解にはこだわらず、イメージそのものが持つ視覚的な効果を重視するタイプが存在する。バーカ
ンは、そうしたイメージの優位性を促す要因として、古代作品への関心やエクフラシスの再現の流行を
挙げている。実際、ジ、ユリオやカラッリョの作品に共通する、人体が画平面に平行に配置される構図は、
古代のレリーフ彫刻に特徴的なものであり、容易に古代作品を想起させる。したがって、彼らによって
エロティック絵画が制作された背景には、古代のレリーフに想を得た様々な人体のポーズを描き出そう
とする意図があったと思われるのである。
コレッジョ作品にも、古代彫刻に淵源を辿ることのできる人物の姿勢が多数見出せるが、そのほとん
どは、ラファエッロやその工房出身の画家たちの作例から学ぶことができたものであった。このことは、
単に古代作品の忠実な模倣ではなく、現代風に解釈し直された古代を称賛するマントヴァ宮廷の趣味と
も合致していたはずである。ラファエッロの弟子たちを中心に生み出された新しい古代イメージを巧み
に取り入れることによって、コレッジョは「古代と現代」を結ぴ合わせようと試みていたのである。
後期ラファエッロからジ、ユリオ・ロマーノらに引き継がれた古代レリーフ風の様式は、やがてマニエ
リスムの端緒を聞いた。このことは、ジ、ユリオ作品を通して古代風モチーフを学んでいたコレッジョも
また、ラファエッロの死後に各地に広まったマニエリスムに接近していたことを示しているのではない
だろうか。従来ルネサンスという時代区分の中に閉じ込められがちであったコレッジョもまた、当時広
まりつつあったマニエリスムという新しい傾向を共有していたのである。
以上の考察から浮かび上がってくるのは、決して単一の都市や流派に閉じ込められることなく、イタ
リアの各地に広まっていた同時代の芸術に敏感に反応するコレッジョの姿である。「早熟の古典主義」
や古代風様式の流行への接近は、コレッジョが「周縁」で孤立した存在だ、ったのではなく、都市や地域
の枠を越えた「新しい様式」へと向かう関心を、同時代の芸術家たちと共有していたことを示している。
こうして見出された他の芸術家たちとの共通性によってこそ、あらためてコレッジョをルネサンスの文
脈の中に位置づけることができるのである。
論文審査結果の要旨
本論文は、 16世紀イタリアの画家コレッジョの芸術活動を彼の故郷であったポ一川中流域の芸術との
関連性からとらえ直そうとしたものである。それは、ヴァザーリが『美術家列伝』において創りあげた
枠組み一一芸術の中心地をフィレンツェ、ローマとし、古代芸術との親近性がその評価を左右する一ー
からは、周縁に位置づけられるコレッジョ芸術の再評価を目的とするものである。活躍した場所が、中
心地からの距離に反比例するかたちで評価されたわけで、この枠組みからすればコレッジョ評価は低い
はずだが、ヴァザーリは、コレッジョ芸術を「マニエラ・モデルナ」という新しい芸術の騎手として評
価するという矛盾したことを行っている。こうした評価の混乱は、芸術を一義的に中心と周縁というこ
項対立の枠組みで評価することの限界をはしなくもあらわにしているばかりでなく、そうした二項対立
を超えた新たなコレッジョ評価が求められるゆえんでもある。論者は、この問題をコレッジョが活動し
たポ一川中流域の芸術というフィルターを通して、独自の芸術世界を築いたコレッジョ像を浮かびあが
らせている。
第 l 章では、コレッジョの生涯を概観し、その主要作品と活動場所について基礎的な情報を提示し、
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続く各章の議論の前提を論じる。そして、「ポー JII 中流域の芸術」という括りでコレッジョをとらえる
枠組みを呈示している。第 2 章では、コレッジョの活躍したロンバルデイア地方が中心に収数しない多
中心的地域性をもつことをあきらかにしている。第 3 章では、初期コレッジョの転回点となる〈聖フラ
ンチェスコの聖母〉には、マンテーニャの影響ばかりでなく、故郷の画家で「早熟な古典主義j を体現
する画家フランチャなどの影響も見られ、これがコレッジョと古典を繋ぐ働きをしていることを明示し
た。第 4 章では、カーメラ・デイ・サン・パウロ装飾における古代の貨幣の受容を通して、パルマにお
けるコレッジョの古代受容のやり方、つまりあらたな古代の創造の仕方を解明している。第 5 章におい
てもやはり、当時人気を博した『ポリフイロの夢』を活用して、現代による新たな古典の創造、つまり
擬古代風の作品を創造するプロセスが丁寧に洗い出されている。第 6 章では構図の平面性に着目し、そ
こに古代のレリーフとの類縁関係をっきとめ、やはり現代ふうに解釈された擬古代作品の再創造過程を
あきらかにすることで、コレッジョがヴァザーリのいう第 3 世代の巨匠たるゆえんである新たなる古代
の創造に深くかかわったマニエラ・モデルナの画家であることを証明した。
以上のような卓越した研究成果は、本論文がこの分野の研究にあって向後基準となりうることを示し
ている。それゆえ、本論文が斯学の発展に大きく寄与するものであることは疑いをいれない。よって、
本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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